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倶留尊山 
 

山 名 倶留尊山 山行名 例会  

ルート 太良路→曽爾高原口→お亀池→二本ボソ→頂上→亀山峠→曽爾高原口→太良路 

山行日     2013 年 5 月 15 日(水) 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：園上              サブリーダー：なし  

男性：守口、竹原、西川、上角、小川、隅谷、峯岡、赤松、村上         

女性：竹原（絹）、玉井             

合計：１２名  

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分

着 10;05 着 14;20名張バス

停留所 発 10;40
二本ボソ 

発 14;20

着 10;40 着 15;00太良路バ

ス停 発 10;55

国立曽爾少

年自然の家 発 15;25

着 12;40 着 16;05
亀山峠 

発 13;15

太良路バス

停 発 17;16

着 13;20  
二本ボソ

発 13;20
 

 

着 14;00  

ルート概略図 

倶留尊山

頂上 発 14;05
 

 

SL をお願いしていた石橋さんが風邪の為当日の朝に参加出来なくなり、全員がＳＬでのお願

いとなりました。山の案内は星一つ、初級コースとあり舐めてかかり、ショートカット・ショ

ートカットでの山行を最初続けたのが裏目に出て曽爾高原口から亀山池／亀山峠へ出る登山路

ショートカットを試み山焼きの跡の急草原（約４５度の角度）を登り始めたが、これが大変な

困難を生み草ばかりで掴まる木がなく、這っての登り全員悪戦苦闘に挑む事となりショートカ

ットのつもりが約１時間かかり全員疲労困憊二本ボソの手前で大休憩、昼食もそこでとる事に

しました、手は真っ黒、パンツはドロドロ散々でした。その後頂上までは少々の岩場急坂あり

ましたがすぐに通過頂上に着く、あまり展望は良くありませんでしたが室生山系の山々を覗け

天気も良く眺望を楽しみました、下山は正規のルートで降りました、小石の混じったごろごろ

道でしたが順調に下山しました、少年自然の家で休憩、太良路に向かう、バスの便が悪くバス

停にて約１時間強バス待ち、バス停横の売店で全員飲み物を楽しみました。 

曽爾高原で正規ルートでない草地の急坂登りは大勢の中学生が見ており「あれが悪い見本」

と言われているのではと思いました。登山自体は案内書通りではハイキング程度でしたが変な

ショートカットをした為に疲れましたが面白い山行となりました。 

ヒヤリハット  特になし 
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感想文 

赤松 隆二 
 曽爾村へはススキが銀色に輝くことでも有名な曽爾高原にハイキングで行ったり、すぐ近くの「兜

岳」「鎧岳」に登ったあと「亀の湯」に入浴して帰った過去の記憶がよみがえる。      

今回、この季節の倶留尊山は秋の賑わいもなく近鉄名張駅（10：05 発）から太良路バス停までの三

重交通バスは今回参加者１２名の他は２名のみ、青蓮寺川沿いを走りバス停に着。 
丁度酒屋の前（帰りのアルコールは確保できまし

た。）準備体操の後、曽爾高原へ出発、村の中を通

り抜け「曽爾ファームガーデン」「亀の湯」共に（本

日休み）、途中観光バスが数台通り過ぎていったの

は「国立曽爾少年自然の家」での研修か？中学生の

挨拶をうけて駐車場を抜けて曽爾高原を亀山峠へ

の遊歩道でなくショートカットして急登し二本ボ

ソへの稜線の木陰でちょっと遅い昼食、心地良い涼

風が眠気を誘うとおっしゃる方も、記念撮影後出発、

≪展望所≫と称された広場に出る。亀山を振り返る

と、後古光山、古光山が見て取れる。曽爾高原の新

緑、お亀池も少し水を湛えていた。研修中の学生の

姿が豆粒の様に見える。10 分ほどで倶留尊山を悪名

たかき山にしている料金所の小屋、ピークに建っているので迂回出来ない様になっている、平日なの

に今日は管理人が、入山料５００円を払って二本ボソ（帰ってから意味を調べると二本のボソが昔あ

ったから今でもこの場所はそう呼ばれていると） 
へ対面に倶留尊山が聳える。鞍部に大きく降りて登り返しだ。途中にツツジとシャクナゲが咲いてい

た頂上（１，０３８ｍ）は広々としており展望もまずまず。この山は日本三百名山を強調しており、

至る所に三百名山の文字がある。 
倶留尊山の山名はこの山に見られる柱状節理の大障壁、すなわち賢却千仏「拘留孫」に由来し、第

三紀に活動した火山のなごりで火山岩による柱状節理がみられる。 
魔の時間帯の２：００に入り慎重に下山開始、料金小屋で帰りの半券のチェック受け亀山峠に、シ

ーズンオフこの時期バスの本数は少なく太良路発 15：37 は時間的に無理、最終の 17：06 迄ない CL
の判断で遊歩道を下り「少年自然の家」でゆっくり休憩し、東海自然歩道を抜けてバス停に全員無事

に到着。バスの時間まで反省会の時間は十分ありました。 
好天気に恵まれた一日でした。曽爾高原には魅力を感じたが倶留尊山自体はあまり・・・ 
しかし一帯は室生赤目青山国定公園に指定されている。 
 CL 園上さん、バスのプリペイドカード、近鉄の回数券購入とさすがの T さん（ビール代うきまし

た）、他同行の皆様楽しい一日でした。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


